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研究の目的、PRポイント
・	看取りケア確認シートの活用が看取りケアに及ぼ
した影響とそこから見えるケアの課題

・	介護士における看取りケアの意識化とメンタルケ
ア

取り組んだ課題
・	看取り介護実施計画書に沿った看取り期ケアの実
施

・	看取りケア確認シートの活用にて看取りケアのカ
ンファレンスの代用、介護職員のメンタルケア実
施

・	看取りケア確認シートのフィードバックにて看取
りケアの課題の追及

具体的な取り組み
期間：2022 年 7月～ 2023 年 3月
対象者：2階フロア　7名　3階フロア　5名
→本施設にて看取った利用者のうち、①看取り介護
実施計画書を作成　②看取りケア終了後に看取りケ
ア確認シートの実施　①、②の条件を満たした計 12
名にて考察
具体的方法：
①	医師，看護師，家族により看取り一か月ケアプラ
ン対応となった利用者に対して 7部署の担当者が
「看取り介護実施計画書」の作成
②	看取りケアの実施
③	ケアに関わった介護職員に対し「看取りケア確認
シート」の記入

④	結果のフィードバックを実施
	 参加職員：若竹苑　入所フロア勤務介護職員
	 部署間連携：ケアマネ、看護師、栄養士、歯科衛生士、
機能訓練士

活動の成果と評価
看取りケア確認シートの使用により得られた効果
・	看取りケアの意識化による介入増加
・	ご利用者の個人に寄り添った「その人らしさ」を重
視したケアの実施

・	看取りを振り返ることにより、看取りケアを行っ

た職員に対するメンタルケア
見られた課題
・	グリーフケア不足
・	看取りケアの標準化
・	介護職員間での情報共有
活かすべき要点
・	ご利用者の嗜好調査の実施→「その人らしさ」を深
める

・	ご家族との連携
自己評価
・	看取りケアの見直し
・	ご利用者の嗜好調査・グリーフケアの実施

今後の課題
グリーフケアの実施　利用者の嗜好調査　看取りケ
アの標準化
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